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研究成果の概要（和文）：個々の糖尿病患者の病態や食習慣に最適な食事栄養指導を検討するため、本研究課題
では、臨床、食習慣、栄養摂取量等の情報を統合した糖尿病患者の臨床・食事に関する情報をデータベース化す
るシステムを構築し、糖尿病患者における食事療法の実態を明らかにした。また、消化器疾患や循環器疾患など
を併存する糖尿病患者における食事栄養指導についても検討した。

研究成果の概要（英文）：I have created a system to developed a database containing clinical 
information, dietary habit and nutrient intakes of diabetic patients, aiming to establish a tailored
 nutrition counseling that is optimal for each patient’s pathology and dietary habit. I have 
revealed a current practice of diet therapy　in diabetic patients, and examined an optimal nutrition
 counseling for diabetic patients with comorbidities such as gastrointestinal and cardiovascular 
diseases.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病患者は増加の一途を辿っており、食事療法はその治療の根幹を成している。一方で、高齢化や食習慣の多
様化に伴い、画一的な食事栄養指導では十分な指導が困難となっている。本研究では患者一人ひとりの食習慣や
病態に即した食事栄養指導の提案につながることから、糖尿病患者へより良い栄養ケアを提供するための一助と
なると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 高齢化や食の欧米化が進み、本邦における 2 型糖尿病の罹患患者は年々増加傾向にある。す
べての糖尿病患者において糖尿病治療の根幹となるのが食事療法であり、その実践には効果的
な食事栄養指導が肝要である。これまで、日本では「食品交換表を用いた適切なエネルギー管理」
を主軸とした食事栄養指導が実施されてきた。しかし、近年、糖尿病患者の高齢化や食の個食化
など、患者の食事療養生活をとりまく環境が大きく変化しており、従来の「食品交換表を用いた
適切なエネルギー管理」による画一的な食事栄養療法では、多様化する糖尿病患者のライフステ
ージや食習慣に適応した食事栄養指導を行うことが困難となっている。 
 特に、個食化に伴いコンビニや中食を利用した糖尿病食事療法を実践する患者が増加してい
るが、その血糖コントロールに対する影響は未だ不明である。また、高齢化に伴い増加している、
さまざまな併存疾患を伴う糖尿病患者に対してはどのような食事栄養指導が有用であるかにつ
いても不明である。これらの臨床上の疑問をより効率的に解決するためには、臨床、食生活、栄
養摂取量等の経時的データを蓄積したデータベースが有用であるが、そのようなデータベース
は未確立である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、個々の糖尿病患者に応じた食事栄養指導（テーラーメイド型食事栄養指導）の開
発を行うことを目標として、1) 糖尿病患者の臨床・食事に関する情報をデータベース化し、効
果的な食事栄養指導内容を検討するための素地を確立し、糖尿病患者の食事療法の実態を明ら
かにするとともに、さまざまな併存疾患を有する糖尿病患者において、最良な臨床転帰を得るた
めの食事栄養指導内容を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
レジストリデータ（診療 ID、食事栄養指導日、年齢、性別等）、臨床データ（血液検査指標、
現病歴、既往歴等）、食習慣（食事時間、食事回数、外食や中食利用状況等）、栄養摂取量データ
（エネルギー、たんぱく質、脂質、食塩、食物繊維、各種ビタミン・ミネラル等）、体組成デー
タ（骨格筋量、体脂肪量等）をそれぞれ項目ごとに日常診療で用いられる各運用システム内に蓄
積した（サブデータベース）。解析に用いる際には、各サブデータベースよりデータを抽出し、
レジストリデータを用いてデータ突合を行った。個人を識別できる情報を削除した上で匿名化
を行い、解析に用いた。 
 
４．研究成果 
1) 糖尿病患者の食事療法の実態 
(1) コンビニの利用 
糖尿病患者における、コンビニ利用の頻度と栄養摂取量、体組成、糖・脂質代謝指標との関連
を検討した。対象は、2018 年 7 月～2019 年 8月に東京大学医学部附属病院に通院し、糖尿病に
対する栄養指導を実施した 20 歳以上の糖尿病患者 506 名（平均年齢 62.1 歳、男性 58.5%）と
し、必要な情報をデータベースから抽出し、解析に用いた。 
男性の 62.8%、女性の 51.0%が週 1回以上、コンビニで食事を購入していた。男性では、コン
ビニ利用あり群は、なし群と比べて、脂質、飽和脂肪酸の摂取量が有意に多かった。一方、女性
では、コンビニ利用あり群は、なし群と比べて、たんぱく質、脂質、飽和脂肪酸の摂取量が有意
に少なかった。 
体組成については、男性では、コンビニ利用あり群は、なし群と比べて、有意に若年であり、
ウエスト・ヒップ比、体脂肪量、体脂肪率が有意に高かった。女性では、コンビニ利用あり群は、
なし群と比べて、有意に若年であり、体重、腹囲、体脂肪量、体脂肪率が有意に高かった。 
糖・脂質代謝指標については、男性では、コンビニ利用あり群は、なし群と比べて、腎機能が
有意に低く、総コレステロール、LDL コレステロール、収縮期血圧が有意に高かった。男性にお
けるこのような特徴は、年齢や肥満が影響している可能性が考えられた。女性では、コンビニ利
用あり群は、なし群と比べて、中性脂肪が高い傾向が認めたものの、糖・脂質代謝指標に有意な
差異は認めなかった。 
 
(2) 食の多様性 
日本人糖尿病患者において、食の多様性と体格、糖・脂質代謝との関連を検討した。2018 年
10月～2019年8月に東京大学医学部附属病院にて食事栄養指導を行った成人糖尿病患者のうち、
食生活アンケート及び体組成評価を実施した 338 名（平均年齢 62.2 歳、男性 58.0%）のデータ
をデータベースから抽出し、解析に用いた。食の多様性は、11-item Food Diversity Score 
Kyoto1)で評価した。男女ともに年齢が上がるほど、食の多様性スコアが有意に高かった。また、
食の多様性が低いほど、有意に BMI、体脂肪率、体脂肪量が低かった。糖・脂質代謝との関連に
ついては、食の多様性が高いほど LDL コレステロール値が有意に低いまたは低い傾向があった。 



 
(3) サルコペニア肥満を有する高齢糖尿病患者 
体脂肪蓄積を認める高齢糖尿病患者において、骨格筋量と栄養素摂取量の関連を検討した。対
象は、東京大学医学部附属病院糖尿病・代謝内科に入院した 65 歳以上の糖尿病患者のうち、体
脂肪率が基準値以上であった 166 名（平均年齢 74.1 歳、男性 63.3％、SMI は男性平均 7.5 kg/m2、
女性平均 6.4 kg/m2）のデータをデータベースから抽出した。SMI が低い群は SMI が高い群と比
べて、高齢で HbA1c が有意に高く、BMI、エネルギー、炭水化物、ビタミン D、n-3 系脂肪酸の摂
取量が有意に低値であった。ロジスティック回帰分析の結果、SMI 低値に関連要因として年齢、
HbA1c、BMI、ビタミン D摂取量が抽出された。体脂肪蓄積を認める高齢糖尿病患者において、高
齢、BMI 低値、血糖不良、ビタミン D 摂取不足が骨格筋量低値のリスク要因として抽出された。 
 
2) 膵臓癌患者の予後と食事療法の関連 
膵癌患者は糖尿病を併発することが多く、極めて予後不良である。本研究では化学療法を受け
る非切除膵癌患者における栄養状態や栄養摂取量を把握し、それらが予後に及ぼす影響を検討
した。東京大学医学部附属病院消化器内科において、切除不能膵癌に対して初回化学療法を導入
した 20歳以上の患者 38 例(年齢中央値 69.5 歳、男性 26 例、初発 30例、再発 8例)を対象とし
た。化学療法導入時から、その後 12ヶ月間にわたり 1ヶ月毎に栄養状態、栄養摂取量を評価し
たところ、全体の約 34%に中等度〜重度の低栄養を認めた。予後良好群では、化学療法導入後の
たんぱく質摂取量が有意に多かった。予後に関連する要因として、体重減少、低栄養、エネルギ
ー摂取量が体重あたり 25 kcal 未満/日であること、 たんぱく質摂取量が体重あたり 1.1 g 未
満/日であることが抽出された。さらに COX 回帰分析を行ったところ、これらの抽出された要因
のうち、たんぱく質摂取量が体重あたり 1.1 g 未満/日であることが独立した予後不良要因であ
ることがわかった。化学療法を受ける膵癌患者においては十分なたんぱく質を摂取することが
より良好な予後を得るために有用である可能性が示唆された。 
 
3) 心不全を併存する糖尿病患者への食事栄養指導 
糖尿病を合併する心不全患者において、補助人工心臓装着中の栄養指導の効果を検討した。補
助人工心臓装着中の患者においては、入院中は心不全治療に伴い体重が減少するが、退院後は増
加傾向を認めていた。体重増加と共に併存疾患である糖尿病の血糖コントロールが悪化した患
者に対し定期的に栄養指導を行った結果、体重増加防止と血糖コントロールの改善を認めた。糖
尿病を合併する補助人工心臓装着中の心不全患者に対して定期的に栄養指導を行うことが良好
な血糖コントロールに寄与する可能性が示された。 
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